
■
本
庄
新
都
心
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　

本
庄
新
都
心
地
区
は
、
新
幹
線
新
駅
、
土
地
区
画

整
理
事
業
お
よ
び
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
地
区
整

備
事
業
が
一
体
と
な
っ
て
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て

計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
土
地
区
画
整

理
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
、
す
べ
て
の
事
業
が
始
ま
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
本
庄
新
都
心
地
区
は
、
地
域
の
経
済
を
け

ん
引
す
る
核
と
し
て
、
ま
た
北
関
東
全
体
を
視
野
に

入
れ
た
拠
点
と
し
て
、
に
ぎ
わ
い
が
あ
り
、
だ
れ
も

が
長
く
住
み
続
け
た
い
と
思
う
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
今
後
の
予
定

　

今
年
の
11
月
ご
ろ
工
事
に
着
手
し
、
平
成
25
年
度

ま
で
に
工
事
を
完
了
す
る
予
定
で
す
。

■
建
築
行
為
等
の
制
限

　

事
業
認
可
に
伴
い
、
換
地
処
分
の
公
告
日
（
土
地

区
画
整
理
事
業
の
完
了
時
期
）
ま
で
の
間
に
、
事
業

の
施
行
の
障
害
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
次
の
こ
と
を

行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
土
地
区
画
整
理
法
第
76
条

の
規
定
に
よ
り
市
長
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

・
土
地
の
形
質
の
変
更

・
建
築
物
そ
の
他
の
工
作
物
の
新
築
、
改
築
、
増
築

・
移
動
の
容
易
で
な
い
物
件
の
設
置
、
た
い
積

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
「
本
庄
都
市
計
画
事
業
本
庄
早

稲
田
駅
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
」
の
施
行
規
程
お
よ
び
事
業
計
画
が
、
９

月
６
日
、
国
土
交
通
大
臣
か
ら
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
本
庄
早

稲
田
駅
周
辺
約
65
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
で
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
り
道
路

等
の
公
共
施
設
の
整
備
を
行
い
、
業
務
施
設
の
立
地
誘
導
や
良
好
な
住
宅
地

の
形
成
を
図
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

本庄早稲田駅

本庄駅

※
土
地
区
画
整
理
事
業
と
は
、
駅
前
広

場
、
道
路
、
歩
道
、
公
園
、
水
路
等
の

公
共
施
設
の
整
備
改
善
と
宅
地
の
整
備

を
一
体
的
に
行
う
事
業
で
す
。
一
般
の

公
共
事
業
の
よ
う
な
用
地
買
収
方
式
で

は
な
く
換
地
手
法
に
よ
る
事
業
で
、
新

た
な
公
共
用
地
や
保
留
地
の
た
め
の
土

地
を
各
宅
地
の
利
用
価
値
が
増
進
す
る

範
囲
内
で
各
宅
地
か
ら
少
し
ず
つ
出
し

合
っ
て
い
た
だ
く
事
業
で
す
。

■事業の概要
　事業の名称　本庄都市計画事業
　　　　　　　本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業
　施　行　者　独立行政法人都市再生機構
　地 区 面 積　約64.6ha
　事 業 期 間　平成18年度～ 25年度（清算期間除く）
　概算事業費　約137億円
■事業の主な経緯
　平成15年３月　 都市計画決定（市街化区域編入、土地

区画整理事業等）
　平成16年３月　本庄早稲田駅開業
　平成18年９月　事業認可

ＪＲ高崎線

女
堀 川

至高崎

至熊谷

上越新幹線

本庄早稲田駅周辺
　　土地区画整理事業施行地区
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本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業が認可に！本庄早稲田駅周辺土地区画整理事業が認可に！

本庄新都心地区のまちづくりが始まります本庄新都心地区のまちづくりが始まります
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９
月
１
日
か
ら
、
本
庄
市
民
文

化
会
館
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
者
が
行
っ
て
い
ま

す
。　

　

市
で
は
、
こ
れ
に
伴
い
組
織
を

一
部
改
正
し
ま
し
た
。
改
正
点
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

・
組
織
と
し
て
の
文
化
会
館
を
廃

止
し
、
担
当
し
て
い
た
業
務
に
つ

い
て
は
、
生
涯
学
習
課
に
移
管

　

同
日
付
け
で
、
上
記
の
組
織
改

正
に
伴
う
人
事
異
動
を
発
令
し
ま

し
た
。（
課
長
補
佐
級
以
上
を
掲

載
）　　

※
（　

）
内
は
旧
職

▽
児
玉
総
合
支
所
市
民
課
長
補
佐

（
教
育
委
員
会
文
化
会
館
副
館
長

兼
文
化
振
興
係
長
）
小
林
茂
▽
教

育
委
員
会
図
書
館
副
参
事
兼
生
涯

学
習
課
副
参
事
（
教
育
委
員
会
文

化
会
館
長
）
吉
田
敬
一
▽
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
副
参
事
兼
文
化

会
館
係
長
（
教
育
委
員
会
文
化
会

館
副
参
事
兼
児
玉
文
化
会
館
係
長
）

三
上
元
一　
　
　

　

平
成
18
年
市
議
会
第
３
回
定
例

会
が
、
９
月
４
日
か
ら
22
日
ま
で

の
19
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
条
例
や
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
50
議
案
が
市
長
か
ら
上
程

さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
議
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、

条
例
等
14
件
、
平
成
18
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
と
す
る

補
正
予
算
関
係
５
件
、
平
成
17
年

度
本
庄
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
を
は
じ
め
と
す
る
決
算
認

定
31
件
の
あ
わ
せ
て
50
議
案
で

す
。

　

主
な
提
出
議
案
は
、
健
康
保
険

法
等
の
一
部
が
改
正
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
出
産
育
児
一
時
金
を
増

額
す
る
こ
と
な
ど
の
『
本
庄
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
』、
歳
入
歳
出
に
そ
れ

ぞ
れ
８
、
３
４
１
万
４
千
円
を
追

加
し
、
２
２
５
億
２
、
６
６
５
万

５
千
円
と
す
る
『
平
成
18
年
度
本

庄
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）』、
平
成
17
年
度
の
旧
本
庄
市
、

旧
児
玉
町
な
ら
び
に
本
庄
市
の
決

算
認
定
を
求
め
る
『
平
成
17
年
度

本
庄
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て
』、『
平
成
17
年
度

児
玉
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て
』
な
ど
で
す
。

　

上
程
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、『
本

庄
市
名
誉
市
民
を
決
定
す
る
こ
と

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
』、『
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
』
な
ど
６
議
案
が
９
月
５
日

に
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
17
年
度
決

算
認
定
関
係
31
議
案
が
閉
会
中
の

継
続
審
査
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
議
決
結
果
等
に
つ
い

て
は
、
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

元
本
庄
市
長
の
茂
木
稔
氏
を
名

誉
市
民
に
決
定
す
る
こ
と
の
同
意

が
得
ら
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
と
な
る
小
林
晶
氏
、

片
山
秋
男
氏
を
再
推
薦
、
ま
た
齊

貞
子
氏
、
岩
澤
加
洋
子
氏
を
新

た
に
推
薦
す
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ

同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

茂木　稔氏
（北堀）

岩澤　加洋子氏
（児玉町塩谷）

齊 　貞子氏
（下野堂）

片山　秋男氏
（児玉町河内）

小林　晶氏
（小和瀬）

市
役
所
の
組
織
改
正

　
　
　
　
　

＆人事
異
動

　

大
正
12
年
９
月
１
日
に
発
生
し

た
関
東
大
震
災
の
混
乱
の
中
、
流

言
飛
語
に
よ
り
、
市
内
で
不
慮
の

禍わ
ざ
わ
いを

被
り
、
尊
い
生
命
を
奪
わ
れ

た
朝
鮮
人
八
十
余
人
の
犠
牲
者
の

ご
冥
福
を
祈
る
慰
霊

追
悼
の
式
典
が
９
月

１
日
、
東
台
５
丁
目

の
長
峰
墓
地
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
吉
田
市

長
を
は
じ
め
在
日
朝

鮮
・
大
韓
民
国
人
代

表
、
一
般
市
民
が
、

雨
天
に
も
か
か
わ
ら

ず
多
数
出
席
し
ま
し
た
。

　

市
仏
教
会
の
僧
侶
の
読
経
に
続

き
、
市
長
の
慰
霊
の
辞
が
述
べ
ら

れ
、
そ
の
後
、
出
席
者
の
焼
香
の

列
が
続
き
ま
し
た
。
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